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論 文 内 容 の 要 旨
近年ガスクロマ トグラフ法は有機成分の定性 ･定量の面できわめて有用な分析法となってきている｡ し
かしこの方法は試料が揮発性でなければ応用できない｡ 著者は核酸成分 (塩基, ヌクレオシド, ヌクレオ




らない｡ この反応条件を求めるため種々の実験を試みたところ, ピリジン溶媒中で トリメチルクロロシラ
ンと- キサメチルジシラザンとを1:2の混合比で試料に加え, 1時間還流加熱する条件が最適であるこ
とが明らかになった｡ そして塩基とヌクレオシドならびにヌクレオチ ドは1400から2550に至る昇温ガスク
ロマ トグラフ分析で短時間 (約30分間) で分離定量が可能となった｡
核酸成分には トリメチルシリル化される基が多く存在 しているので, ガスクロマ トグラム上に検知して
いる化合物が何であるかを知るため, トリメチルシリル誘導体を単離し, 元素分析, 赤外吸収スペクトル
分析, 核磁気共鳴スペクトル分析を行なってそれらの構造を検討した｡ その結果核酸塩基ではウラシルを
試料として実験したところ 2,4-dト0-trimethylsilyluracil であることがわかった｡ ヌクレオシドでは
糖の水酸基のみがシリル化された化合物が単離できたがこれはガスクロマ トグラフ分析で検出している物
質ではなく, 分析時には複素環- もシリル化された化合物を検知しているものであることを知った｡ ヌク
レオチ ドではモデル化合物が定量的にシリル化される事実から, ガスクロマ トグラフで検出されてくるも
のは, リン酸基もシリル化された化合物であると考えられる｡
ガスクロマ トグラフ法では定性分析はクロマ トグラムの保持時間に関与しているので, 核酸成分につい




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
核酸成分を定性 ･定量することは生化学上重要な仕事であるので, 今日種々の方法が試みられ, もちい
られている｡ しかし分析に要する時間, 手数などの点でガスクロマ トグラフ法を応用できれば最も適当で
あると予想され, 二, 三の試みはあるが欠点もあり, 実際に利用される由ま至っていなかった｡ ガスクロ
マ トグラフを応用する場合に最も重要なことは, 試料成分を定量的に容易に捧発性物質に誘導することで
ある｡ 本論文の著者はこの観点から, 核酸成分をトリメチルシリル誘導体に導き, 揮発性を持たせること
に着目し, 誘導体の合成の条件について詳細に実験して最適条件を得ることに成功し, それら誘導体の化
学構造を明らかにし, ガスクロマ トグラム上の相対保持時間と化学構造との関連性を明らかにし, これに
よって既知成分の分離, 同定, 定量を可能にしたばかりでなく, 未知成分の構造の推定もできる方法を考
案した｡
以上のように本論文は核酸成分の分離定量法にガスクロマ トグラフを有効に利用する- 新方法oj研究成
果であって, 農芸化学の分野に貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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